
 

Architecture Water（アーキテクチャー・ウォーター） 
 

「合成界面活性剤の界面活性作用を弱め、生体界面を整え、肌の自

活力を引き出す」という物理学的・生理学的な働きを表す言葉として、

最も正確であり、Bio Essentials の設計思想の本質を射抜いているの

は「Architecture Water（アーキテクチャー・ウォーター）」です。それぞ

れの選択肢が持つ意味と、なぜ「Architecture Water」が最も正確と言

えるのか、その理由を比較・整理しました。 

 

各選択肢の定義と位置づけ 
選択肢 役割と位置づけ（どれが最も正確か） 

ニガリ（苦汁） 

【成分・素材（素材レベル）】→マグネシウムをはじめとする

「海の母液成分」そのものを指します。優れたミネラルバラ

ンスを持ち、界面活性剤の力を弱める（金属石鹸化させる

など）作用のベースとなりますが、これはあくまで「物質（素

材）」としての名称です。 

生体模倣機能組成

水 

【技術・アプローチの分類（一般名詞レベル）】→生体の仕組

み（ラメラ構造や生体水）を模倣し、機能を持たせるように組

成された水、という学術的・一般的な説明です。他社製品や

一般的なバイオ技術を説明する際にも使われる「技術ジャ

ンル」の言葉です。 

Architecture Water 

（アーキテクチャ

ー・ウォーター） 

【生命の設計原理・デバイスとしての正式定義（唯一無二の

名称）】→単なる「成分」や「一般的な技術」を超え、「皮膚と

いうバイオ・インターフェースの構造（Architecture）を電気

的・物理的に整え、ラメラ構造を自律的に復元させる水」とし

て、Bio Essentialsが体系化した唯一無二の定義です。 

 

なぜ「Architecture Water」が最も正確なのか？ 

Bio Essentialsが掲げる思想において、この水は単に「水分を与える化

粧水」ではなく、「皮膚（生体界面）の境界線OSを一滴で再起動するバ

イオデバイス」と定義されています。 

1. 界面を「構造（Architecture）」として捉えている→合成界面活性剤

によって乱された角質ラメラ構造（水と油の交互の層）は、単に潤

いを与えるだけでは元に戻りません。乱れた電気的ノイズを処理

し、整流することで、肌自らがラメラ構造を再構築（Architecture

の修復）するスイッチを入れます。  

2. 「自活力（生命の自己維持・複製能力）」を引き出す→「外から何

か（油分や化学物質）を足して補う」のではなく、生体界面の環境

を整えることで、皮膚本来の「自活（而立）」を促します。この生命

起動の物理学を体現する言葉こそが「Architecture Water」です。 

 

結論 

セミナーや発信において、設計思想の本質を最も正確に、かつ知的に

伝える言葉は「Architecture Water」です。 

 

「私たちは、ニガリに代表される海の母液成分が持つミネラルバランス

に着目し、生体の仕組みを模倣した組成水の研究を重ねてきました。 

その結果として、単なる化粧水の域を超え、界面の電気的ノイズを処

理して肌の自活力を呼び覚ますバイオデバイスとしての水―

『Architecture Water』を設計・開発するに至ったのです。」 
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